
　2026年２月１日㈰、第63回愛媛マラソンが開
催されました。愛媛県庁前をスタート地点とし、
午前10時の号砲とともに11,131名のランナーが
一斉にスタートし、10,000人が完走しました。天
候は晴れのち曇り、気温は最高８℃最低０℃と寒
さを肌で感じる中、ランナーはそれぞれの目標に
向けて走り出しました。
　私は今回で２回目のフルマラソンとなりました。
昨年は落選し出走できなかったため、２年越しに
友人との約束を果たすべく、初めて仮装姿でのフ
ルマラソンに挑戦しました。住友別子病院リハビ
リテーション部からは３名のスタッフが当選・出走

し全員が無事に完走することができました。
　レース序盤は順調に走行していましたが、20㎞
を過ぎた頃から足の痛みや気分不良が出現したた
め、残り時間を逆算し「楽しく時間内完走する」こ
とへ目標を切り替えました。終盤には名物である
「平田の坂」で何度も心が折れそうになりましたが、
沿道からの途切れることのない暖かい声援やハイ
タッチ、太鼓や吹奏楽による応援に大きく励まさ
れました。
　疲労によりペースは落ちたものの、声援に支え
られ、友人とともに笑顔でフィニッシュラインを越
えることができました。安堵とともに、他では味
わうことのできない達成感と充実感を得ることが
できました。来年も走ることができるのであれば、
自己記録更新目指したいと思います。
　参加されたランナーの皆さん、そして大会運営
に携わったすべての関係者の皆さんに深く感謝申
し上げます。
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内視鏡検査は、胃がんや大腸がんをはじめとす
る消化管疾患の早期発見に欠かせない重要な検
査です。一方で、「恥ずかしい」「なんとなく不安」
「忙しくて後回しになってしまう」といった理由か
ら、特に女性の受診率が伸び悩んでいる現状もあ
ります。
　こうした声を受け、当院では女性の方がより安
心して内視鏡検査を受けられる環境づくりの一環
として、「大腸内視鏡検査レディースデイ」を設けて
います。
　レディースデイでは、検査を女性医師・女性ス
タッフが対応します。男性スタッフが検査前後の説
明などの介助に入ることはありますが、可能な限
り周囲の目を気にせず落ち着いた環境で検査を受
けていただけるよう配慮しております。「男性の目
が気になって、検査に踏み切れなかった」という方
からは、「もっと早く受ければよかった」という声も
多く寄せられています。
　また、内視鏡検査そのものに対する不安を軽減
するため、鎮静剤を用いた苦痛の少ない検査にも
対応しています。ウトウトしたリラックスした状態

の間に検査が終わるため、つらさや恐怖感が大幅
に軽減され、「思っていたより楽だった」という感想
をいただくことが少なくありません。
　近年、女性の大腸がん・胃がんは決して珍しい
病気ではなくなっています。特に大腸がんは、40
代以降でリスクが徐々に高まることが知られてお
り、症状が出る前の検査が非常に重要です。忙し
い日常の中ではつい後回しにしてしまいがちです
が、定期的な内視鏡検査は、ご自身の健康だけで
なく、ご家族の安心にもつながります。
　当院のレディースデイは、「検査のための特別な
日」ではなく、女性が自然な気持ちで健康と向き合
えるきっかけでありたいと考えています。これまで
内視鏡検査に不安や抵抗を感じていた方にこそ、
ぜひ知っていただきたい取り組みです。
　今後も当院では、地域の皆さんに信頼され、安
心して利用していただける医療を目指し、検査環
境やサービスの向上に努めてまいります。内視鏡
検査について気になることがあれば、どうぞお気
軽にご相談ください。

内視鏡検査を、もっと身近に
― 当院の「大腸内視鏡検査レディースデイ」の取り組み ―

井 川 翔 子消化器内科
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● 大腸内視鏡検査は午前中に腸内を綺麗にする処置を行い午後から検査
になるため１日がかりの検査になります。

● 数日前から食事制限や下剤（前処置薬）を服用して排便調整をする必要
があります。

● 検査当日は使用する薬剤の影響で自動車、自転車、バイクなどの運転が
できません。公共の交通機関の利用やご家族の送迎をご検討ください。

● ポリープを取った場合、１泊入院になる可能性があります。
● ポリープや組織を取った場合は飲食制限、強い怒責や運動、遠出を数
日間控えていただく可能性があります。

● 大腸内視鏡検査は件数が多いため、直近で検査日が決まらない場合が
あります。あらかじめ余裕をもってご受診ください。

レディースデイはいつ？

毎月第３金曜日の月１回です。
※第３金曜日が祝日の場合は、その月レディースデイはありません。

検査を受けるまでの流れは？

消化器内科を受診していただき、医師の診察を行ったうえで予約をお取りします。
診察後、内視鏡受付にて検査日を相談しながら日程調整を行います。
① 消化器内科受診
② 大腸内視鏡検査
③ 結果説明（検査日に結果説明を行う場合もあります）
３回来院が必要になります。
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